
創立３０周年記念行事
令和３年１２月４日～５日
会場 浅口市ふるさとかもがたプラザ

４日（土）ミニ講習会 １３：００～
講師 難波利彦

世界選手権にも出場した日本のトッププレーヤー難波選手がどのよ
うにしてペタンクの技能を磨いてきたのかを実演を交えて教授してく
れました。短い時間ではありましたが「まっすぐに投げる」「思った
距離に止める」「狙った球を弾く」為の練習方法と気をつけるポイン
トを知ることができました。後半は紹介された練習方法を各自体験し
ました。「少しでも上手になりたい」この向上心は年齢・男女に関係
なくペタンクを楽しむ人の共通の思いです。岡山県にはジュニアから
ベテランまで経験豊富な選手が大勢います。講習会に参加された方は
是非、積極的に地元に実績のある選手を招いて講習会を開きましょう。
ペタンクの「面白さ」「奥深さ」を多くの人に伝えていきましょう。
県連盟は講師派遣の要望を受け付けています。

４日（土）公開試合 １４：００～

これだけのメンバーがそろって、公開試合をするこ
とは滅多にありません。ダイレクトティールが当た
り、寄せや守りの投球が思ったところにピタリと止
まるたびに「おー！」と声が自然にあがります。佐
野・中村両氏の状況を捉えた試合解説もあって、一
投一投の意味や球の状況・残りの球数によって考え
る作戦等がよく分かりました。

日本チャンピオンチーム
中村忠之（主将）・坪本義裕・松本 稔
吉野英樹・近藤紀孝・佐野裕二
日本代表チーム
難波利彦（主将）・髙田常夫・木下あけみ
徳田真行・加藤春沖・唐川 凜



４日（土）記念式典１６：００～

寒い屋外での式典でしたが、受賞者を
はじめ、来賓の方々、一般会員の方々の
参加をいただき、３０年の節目となる記
念式典が行われました。

ご出席をいただきました来賓の方々は次の
通りでした。
公益社団法人日本ペタンク・ブール連盟副会長

井上勇司 様
中国ブロック連絡協議会各県代表者

広島県 長光耕司 様
山口県 橋本 勲 様
島根県 城代高志 様
鳥取県 西尾克志 様
地元より
浅口市長 栗山康彦 様
浅口市議会議長 井上邦男 様

式典では、この１０年間で全国大会や
国際大会で優秀な成績を残した１７名
に「３０周年記念優秀選手賞」を記念
品とともに贈り、その功績を称えまし
た。また、創立以来、岡山県連盟発展
に功労のあった方々や県大会で多くの
優勝を成し遂げた方々に「県連盟表
彰」を記念品とともに贈りました。

日本連盟の井上副会長をはじめ、浅口市長・市議会議長から挨拶をいただきました。また、県
連盟会長・副会長・理事長・事務局長・受賞代表者から県連盟の３０年に関わる話やこれから
の展望等の話がありました。お互いに３０年を振り返り、これからの連帯とペタンク普及・発
展への思いを共有できました。

来賓・受賞者・県連盟役員一同の集合写真

※式典後、各支部協会・クラブ宛に記念要項冊子・記念ビュットと寄付金者への「お礼と領収文
書」を配付しました。会員や寄付金者へお届けください。



創立３０周年記念 岡山県オープンペタンク選手権大会・同ジュニア選手権大会

県外からも含めて、参加５６チームと大勢の参
加を得て熱い戦いが繰り広げられました。この
会場は一見平面に見える地面ながら、緩やかな
凹凸があちこちにあり、寄せるのが難しいテラ
ンです。しかしそこはペタンク熟練者、どの
チームもよく寄せていました。その中で、やは
りポワンテとティールがかみ合っているチーム
が勝ち進んでいました。ジュニアの大会は参加
チームが少数でした。しかし、自分たちで相談
しながら作戦を立てたり、落ち着いて真剣に投
球したりする姿が見えました。
結果は次の方が上位入賞者でした。

優勝 花水木Ａ
渋谷悟・上本泰子・近藤紀孝

準優勝 メビウス
田辺寿朗・中村哲也・平田一三

３位 エスプリＢ
松下和朋・出羽武志・江口恵美

３位 せとうち上野
池田洋子・上野發三郎・岸野元美

ジュニア優勝
三宅誠史・守屋奏佑

ペタンク大好きな仲間同士で競い合い、交流することがどんなに
幸せなことか。参加者の多い久しぶりの大会を見て感じました。



予選リーグ１位のチームが決勝トー
ナメントに進みました。結果は左の
通りです。

予選各順位の交流トーナメント
上位入賞者は次の通りでした。

２位交流トーナメント
１位 花水木Ｃ
（上平正子・片山玲子・髙見紀満子）

２位 エスプリＣ
（万代諭・竹下麻紀・吉本彰）

３位交流トーナメント
１位 かぶとがにＢ
（藤谷利夫・山本寅夫・藤原進）

２位 アスカＡ
（安田明・中畑清志・中畑登喜子）

４位交流トーナメント
１位 備前クラブＨＴＹ

（早瀬美穂・武元勝典・吉野英樹）
２位 かぶとがにＡ

（東山圭爾・大島將成・藤原弘兵）


